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首 都 東 遷 後 の 京 都 が 悲 誘 ど ん 底 忙 あ っ え

時 代 の 京 都 府 の 政 治 、 産 業 、 学 術 の 指 胴 役 は

幕 末 の 郡 所 司 代 会 津 侯 の 智 袋 と : 白 わ れ 、 雑

新 の 砺 に は 一 時 莅 藩 に 抽 わ れ の 身 と も な ら れ

倫 学 者 、 将 宗 、 加 え て 同 藩 と は い ぇ 東 都

の 砕 の 新 人 西 周 の 百 一 新 剪 自 饗 緩 し た

ほ ど の 見 識 と 広 範 囲 の 指 導 力 轟 っ て い た 同

志 社 爲 社 人 山 霽 鳶 翁 で あ っ た 。

翁 の 周 囲 に は 同 森 朋 校 後 も 依 然 、 京 都 と

両 丹 そ の 他 逸 材 の 多 く が そ の 門 に 出 入 り し た

市 枯 は 凉 都 政 治 産 業 史 で も 矢 ら れ る 通 り で あ

り 、 従 っ て 彼 ら の 多 く が 同 志 社 の 入 学 、 京 蝶

と は 無 関 係 に 新 発 牛 や 関 倭 教 師 の 方 々 に

ま で 、 宗 教 帯 は も ち ろ ん 、 逝 雛 に 至 る

ま で の 広 い 範 朋 に 亘 る 指 導 を 受 け た こ と も 事

実 で あ る 。 し か し そ れ は 少 数 粕 鋭 の 明 治 中 捌

ま で の 事 火 で あ る 。 原 田 社 長 を 迎 え る 前 後 、

器 末 捌 の 私 北 ち の 在 〕 誇 代 に 及 ん で は 向 丹

人 は 余 り 多 く の 数 で な く 、 特 に 丹 後 人 は 叢

で あ っ 九 ゆ え 、  A 伺 し て 両 丹 人 会 を 組 織 し て

い 大 。 こ の 合 同 組 織 も 、 上 告 、 丹 後 は 丹 波 か

ら 分 凶 し た 落 し 光 で あ り 、 特 に 私 の 劉 里 に 洗

ぐ 山 良 川 は 船 川 郡 の 観 者 川 に 源 を 炎 し て 流 域

二 十 里 、 勢 北 る 水 を 湛 え て 丹 波 の 中 鬻 ま

で 舟 を 通 わ せ て い た 。 佃 暇 入 れ 九 : 一ヨ ナ 寸 、

丹 は 大 儒 雲 系 で 綏 部 を 中 心 に 鬻 し 、 山 良

河 港 の と と き 河 口 八 町 森 く 、 三 庄 太 犬 や 下

軒 長 者 の 伝 禦 ま つ ま で も な く 鎌 司 ま で は

日 本 海 、 わ け て 対 岸 と の 交 鼎 と し て 大 和 、

山 城 へ の 一 釜 路 に 当 っ て い た 。 山 城 風 器

の 加 茂 血 柳 の く だ り や 丹 後 風 土 冴 習 子 、

羽 衣 の 原 典 と も み ら れ ろ 奈 良 社 墾 寸 の 胴 " は

こ れ を 弐 智 き し て い る 。 丹 後 一 の 宮 、 宛 糾 社

や 河 守 . 兀 伊 勢 の 古 事 、 四 道 将 Ⅲ の 始 め に ま ず

丹 波 道 主 命 が 先 発 し 九 歴 史 は 京 都 と 三 丹 と の

重 要 な 繋 り を 塑 叩 る も の で あ ろ う 。
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両 丹 と 同 志 村 を 語 ろ た め に は ま す m 頭 に 錦

一 鼎 差 の 飽 岡 人 堀 金 太 郎 貞 一 先 生 を 忘 れ

て は な ら な い 。 先 生 は 文 久 三 年 に 大 阪 城 内 の

城 代 松 平 紀 仭 寸 役 最 で 誕 生 せ ら れ た 。 父 は

^ ^ 、 ^ は こ う 、 ^ ^ は ^ . ^ ^ ^ 、 ^ ^ ^ ^

で も あ っ た 酷 氏 の 崟 職 金 太 器 で あ る 。

先 生 は 明 治 八 年 編 立 さ れ た 黒 社 の 祭

を 偶 然 の 機 会 か ら 脊 見 、 か つ デ ビ ス 先 生 の

剛 1 W 義 を N 訓 し た 剣 見 , 卯 一 L 入 り 汀 g ー ル

生 か ら 受 洗 し て 、 十 話 同 志 村 入 芋 。  1 一 邱

2

1
1
」
1
1
1
1
1
1
1
1
U
1
1
"
1
1
U
1
1
羽
t
t
"
1
1
"
肌
1
1
"
1
1
Ⅱ
1
1
1
1

^ '0
、

史
散

歩

丹
波
・
丹
後

田
義

治

"
"
昨

1
1
 
Ⅱ

1
1
1
1
1
1
】

1
1
1
1
1
U
1
1
1
1
1
1
"
1
1
1
1
"
"

-
5
8



井 瓜 良 平 、 器 曾 、 山 田 健 三 郎 の : 釜 と

共 に 同 志 社 普 通 校 亭 業 、 さ ら に 神 学 校 に 進 ま

特 に 先 生 の 学 生 時 代 の 白 賓 絵 の 苦 心 はー 、
オ

△ ' 日 で も 多 く の 人 々 編 り つ が れ て い ろ 。 十

七 年 、 凉 田 助 先 生 始 め 十 七 名 の 級 友 と 共 に 祁

学 校 ・ 葉 、 長 、 声 根 、 四 条 教 会 笘 を 牧 さ れ 、

新 馳 街 逝 広 後 は 先 牛 忠 の あ っ 薪 製

公 の 綴 忙 赴 か れ 、 そ こ に 補 仰 在 品 め て 後 、

北 越 の 地 を 去 り 、 甃 、 前 橋 の 伝 道 、 共 愛 女

学 校 の 校 長 と し て も 足 跡 を 残 さ れ 九 が 、 明 治

ト ＼ ' 春 に は 雄 督 教 青 卸 会 の 磯 倫 使 と

し て 在 満 の 出 征 那 隊 を 慰 開 し 六 熱 血 の 男 イ で

も あ っ 九 。 四 十 二 年 秋 、 ハ ワ イ か ら の 聾 穏

よ り 日 本 人 独 立 教 会 の 牧 師 と し て 波 布 し 、 ハ

ワ イ の 教 化 に 努 め ら れ た が 、 昭 和 二 年 同 志 社

教 会 創 立 五 十 周 年 ● 念 述 動 淋 師 と し て 制 朝 、

一 寺 帰 布 、 そ の 後 同 牙 の 再 二 の 裂 N よ 一

て 、 同 尿 同 森 宗 教 主 任 、 同 嘉 教 会 牧 師 と

し て 婦 朝 し 、 昭 和 十 五 年 老 齢 の 故 を も っ て 同

喜 を 辞 さ れ 六 。 こ の 刷 の 約 十 五 術 の 先 生

の 活 樂 当 時 の 余 同 森 の 関 係 老 一 伺 に 深 い

感 銘 を 与 え 、 今 日 ま 需 り 継 が れ て ぃ ろ 堀 先

士 の り バ イ バ ル 迎 劉 で あ る こ 黒 叶 て 豹

島 、 デ ビ ス 、 ラ ー ネ ッ ド 三 先 生 を 伺 志 社 の 宗

南 桑 三 酉 、 北 桑 五 十 、 船 井 二 百 二 十 、 何 鹿 白

三 十 五 、 . 天 田 1 ↓ 、 氷 上 、 多 紀 兇 智

十 名 。 丹 後 に あ っ て は 加 佐 二 両 七 十 、 与 砂 Π

四 十 、 中 、 竹 、 霽 の 三 郡 ; " 五 十 、 以 上 の 数

コ 、
「

字 と な て い る な お ま 北 、 削 北 粒 の 創 立 期

と 明 治 前 期 こ 汀 島  U 木 両 先 ナ と ' ' 村 こ 交

渉 を 持 っ た 両 升 人 に は 徳 磁 の 田 ヰ 、 森 太 喪

北 桑 の 野 尻 岩 盗 、 河 原 林 義 雄 、 何 鹿 の 波 多

^ , n 1 ^ 一 山 ^ ^ 、 ^ ^ ^ ん 非 " ^ . ^ ^ 一 ' ^ ん 即 ^

謝 の 蛋 二 吉 、 小 室 信 夫 そ の 他 多 く の 政 治 、

火 業 の 諸 氏 が あ る 。

な お ま 六 、 堀 先 生 ゆ か り の 地 、 他 岡 城 跡 は

△ 、 Π 、 新 果 教 の 一 つ 人 本 の 活 動 本 拠 と な っ

て お り 、 教 主 、 出 口 一 円 の 内 に も 黒 社 に 学

ん だ 者 は 出 Π 和 明 、 出 口 聖 十 の 而 心 を 始 め 出

口 光 平 、 広 潮 静 水 君 ら 十 指 を 屈 す る に 足 り よ

う 。 八 木 の 阪 部 、 綜 の 高 丸 由 良 一

、

門 て

の ほ 有 津 の ・ 倫 Π 亀 釘 孤 の オ 打 氏 え 、

私 一 門 の こ と き も 今 例 で は そ の 十 数 名 が 伺 志

社 の 門 を く ぐ っ て い る が 、 多 分 披 初 の 手 引 き

は 新 島 先 生 年 硝 治 二 十 二 年 の く だ り に 、 ニ

^ も ^ ^ ^ ^ L ^ ろ ^ ^ ^ ^ ^ ^ , ^ ^ ^ ^ チ ^

き に 基 く も の で あ ろ 、 つ と 燮 て い る 。

( 杖 友 公 専 弼 理 事 )

教 の 開 相 と す れ ぱ 、 堀 先 生 こ そ 開 眼 、 偕 仰 迎

動 に お い て は 小 興 劇 山 の お 一 人 と 識 え ら る べ

き 方 で あ り 、 村 上 愛 作 君 の 厳 父 で あ る 酒 条

太 五 平 氏 あ 北 り を 蛋 W ら し め 、 奥 太 一

人 見 牧 太 、 小 闘 之 助 あ 北 り 多 く の 地 万

ξ 、
ι

後 讃 に 大 き な 感 化 を 与 え 、 同 時 に 先 生 の 活 劃

が " の 倫 、 園 Ⅷ 、 曾 柘 矢 山 一 昂

獅 翻 の 諦 教 会 へ の 呼 び 水 と な っ 北 こ と も 忘 れ

て は な ら な い 。

明 治 時 代 に 両 丹 か ら 同 志 社 に 学 ん だ 者 に は

小 北 寅 之 助 、 奥 飽 太 郎 、 井 上 乗 貝 河 罧 樫

謡 下 治 、 大 語 男 、 奥 村 一 郎 、 仟 ヰ一 郎 、

磯郎
、

一 馬 、 人 見 次 郎 、 山 下 元 治 、 今 木 消

田 柄 之 助 、 田 井 一 嬰 藤 田 万 磊 門 、 鴛

士 Π 、 浅 朋 . 二 郎 、 山 下 新 三 郎 、 覗 田 埀 義 、 真 ト

儀 一 郎 、 山 村 俊 盗 、 小 林 康 三 、 中 江 利 則 、

松 田 一 寸 . ' 、 西 野 ' 司 衛 、 片 岡 ハ 介 雄 材 力 大 ・ 凶

井 ヒ 勗 、 小 ハ 会 雄 、 四 方 政 治 郎 、 阪 部 戊 、 村

上 弥 平 、 池 畏 一 郎 、 村 上 寅 一 、 日 下 肇 、

山 下 倉 大 郎 、 奥 義 一 、 黒 川 栄 一 、 千 一 講 衛 、

由 曇 と 助 、 大 森 粘 一 そ の 他 の 諦 氏 が あ り 、

な お 、 悦 祢 、 同 森 人 校 友 、 同 窓 学 生 の 両 丹

に お け ろ 配 於 約 千 六 百 五 十 名 で 、 ま ず 丹 波
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